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研究実績 

の概要 

【研究の目的】塩分摂取に伴う動脈硬化、血圧上昇は幼児期からの塩分摂取の蓄積によ

るとされ、味覚形成の面からも幼児期からの減塩が求められる。 簡易食事調査票『塩

分チェックシート』は土橋らにより開発され、一日推定塩分排泄量との相関が確認され

ている。塩分に関連する食習慣が確認でき、食事指導につなげることができる。母親、

幼児らでは、摂取食品の種類、頻度等の違いから、既存のチェックシートでは塩分摂取

量を把握できない可能性がある。 

 本研究においては母親、児の食事頻度調査、尿調査から食事内容、塩分と関連する食

品をみた幼児の簡易食事塩分調査票を作成する。母親、幼児の減塩指導、減塩の意識づ

けにつなげられると考える。 

【研究計画・方法】新潟市内 8地区 各地区２保育園の保育園 園児 579名（早朝尿の

採取可能な 4歳以上）、保護者 561名 を対象とした。 

【調査期間・内容・分析】2016 年 7月アンケート（食事頻度調査、社会生活調査）、尿

検査を実施 、個人結果、集計結果は 10月に返却した。ID番号にてすべて調査を行い、

研究者側は個人情報を持たず、保育園で IDと個人結果の管理をお願いした。新潟県立

大学倫理委員会の承諾を得て行った。 

○早朝尿検査(Na,Cr)：母親は随時尿として一日推定塩分排泄量を計算幼児は尿中 Na/Cr

比を求める。 

○食事頻度調査：簡易型自記式食事歴法質問票の BDHQは、最近 1-2ヶ月の食事内容・

頻度の質問内容で妥当性が示されている。 

○独自アンケート：児の 24項目の食品摂取頻度、生活のゆとり、教育などを保護者に

記載してもらった。 

JMP 統計ソフト(SASinstitute)を使用し、p<0.05で有意差ありとした。 

 

【結果・考察】本研究において、幼児および母親の『塩分評価シート』をそれぞれ作成

した。母親の麺を食べる頻度、汁を飲む量が塩分量と有意に関連しており、さらに調理



方法において、調理方法において肉、魚などの「揚げ物」が多くとる群で塩分量が多く

なっており、下味付けやソース等で味が濃くなっている可能性が示唆された。また 母

親世代で「さしみ」を食べる頻度が上がっている可能性があり、さらに塩分摂取量に関

連している可能性が示唆された。これらの項目を考慮したうえ『母親の塩分評価シート』

を作成し、合計点数と母親の一日推定塩分排泄量の関係が P<0.00001以下と有意な結果

がみられた（表１）。児においては本来推奨すべき和食系の味噌汁、魚の干物、煮物な

どをとっている群で塩分量が多く、また加工食品でも摂取頻度の多さと塩分量の多さの

関係を認めた（表２）。現時点で作成された『幼児の塩分評価シート』（表 3）は塩分関

連因子が少なく、今後ふりかけの有無、味付けの方法、母親の結果ででた、「揚げ物」「さ

しみ」の摂取頻度等、祖母の食事づくりの有無等も今後追加、検討が必要と考える。母

親、幼児への調査、結果返却は減塩意識づけのために有効かどうかの検討も今後必要と

考える。 

 


